「大阪府福祉のまちづくり条例ガイドラインの改訂（案）」に対する府民意見等と大阪府の考え方について

大阪府福祉のまちづくり条例ガイドライン改訂（案）について、次のとおり府民からご意見を募集し、これに対する大阪府の基本的な考え方を取りまとめましたので、お知らせします。

募集期間：令和５年３月24日（金曜日）から令和５年４月24日（月曜日）
募集方法：電子申請・郵送・ファクシミリ
募集結果：１名（団体含む。）から、４件の意見提出がありました（うち意見の公表を望まないもの０件）。
　　　　　　　※この他、本ガイドラインとは関係のないご意見については省略させていただきます。

※個人や団体を特定又は類推できる情報は削除しています。
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	２
	多人数が利用する施設にてエレベーターは常に満員乗車状態で、健常者はぎりぎり乗り込めても車いす利用者は乗れないことがあります。何度もエレベーターが到着しているにもかかわらず、長時間利用できないことが多いです。複数エレベーターがある場所では車いす優先のものを作る等、車いす利用者もスムーズに利用できる仕組みを作っていただきたいと思います。
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